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平成22年度　岡山大学教師教育開発センターの活動状況の概要
所在地：
　住　　　所 ： 〒 700-8530　岡山市北区津島中 3 － 1 － 1 （津島キャンパス）
   〒 703-8281　岡山市中区東山 2 － 17 － 4　（教師教育開発センター東山ブランチ）
　電話／ FAX ： 086-251-7728 ／ 086-251-7586（いずれも津島キャンパス）
　Ｕ　 Ｒ　 Ｌ ： http://cted.ed.okayama-u.ac.jp/index.html








（1）第 1 回講座（2010 年 5 月 19 日実施）　参加者 60 名
　　テーマ：「学校における食育推進」
　　講　師：岡山市立野谷小学校　坂根清貴　校長
（2）第 2 回講座（2010 年 6 月 16 日実施）　参加者 58 名　
　　テーマ：「伝え合う力の育成」
　　講　師：岡山市立雄神小学校　岡　茂利　校長
（3）第 3 回講座（2010 年 7 月 28 日実施）　参加者 35 名
　　テーマ：「情報教育」
　　講　師：岡山市立上道中学校　荒尾真一　前校長
（4）第 4 回講座（2010 年 10 月 27 日実施）　参加者 24 名
　　テーマ：「外国語教育」
　　講　師：岡山市立岡輝中学校　川上信子　教諭
（5）第 5 回講座（2010 年 12 月 1 日実施）　参加者 31 名
　　テーマ：「理数教育の充実」
　　講　師：岡山市立伊島小学校　平野和司　校長
センター長（併） 教　　授 加 賀 　 勝 mkaga@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7670
副センター長（併） 教　　授 高 橋 香 代 kayosan2@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7699
副センター長 特任教授 山 根 文 男 fumio@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7733
　教師教育開発部門　 准 教 授 山 﨑 光 洋 mitsuhir@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7730
　教師教育開発部門 准 教 授 笠 原 和 彦 kazu-kas@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7731
　教師教育開発部門 准 教 授 髙 旗 浩 志 takah-h@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7752
　　　教職支援部門 特任教授 松 原 泰 通 kyoshoku@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7660
　　　教職支援部門 特任教授 小 川 　 潔 kiyoshio@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7660
教職コラボレーション部門 特任教授 山根文男（再掲） fumio@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7733
教職コラボレーション部門 特任教授 江 木 英 二 egi-e@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7658
教職コラボレーション部門 特任教授 曽 田 佳 代 子 soda-k@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7653
理数系教員養成事業部門 特任教授 安 原 洋 二 yasuh-y@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7609
理数系教員養成事業部門 特任教授 荒 尾 真 一 arao-s@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7609
事務職員 熊澤知子，福原香織，吉田紀子，安延政宏，守安靖子
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d）教職支援部門 ･･･ 教員志望学生に対する教員採用試験受験のための相談・指導業務

































　① 平成 22 年度日本教育大学協会全国教育実習研究部門　第 24 回総会・研究協議会





4 年生 3 年生 2 年生 1 年生 2 年生 1 年生 別科／OB
 利用者総数 3117 245 4 1 76 91 408 3942
新規利用者総数 198 101 3 1 18 21 75 417










　　・開 催 日：平成 22 年 9 月 17 日（金）9:30 ～ 18:00
　　・場　　所：三重大学　総合研究棟Ⅱ
　　・内　　容： 総会，講演「多文化共生の時代における ICT 児童国際交流－三重大・京大・マレーシアサラワ
ク大学事例紹介」，全体会，部門研究会
　②平成 22 年度　日本教育大学協会　全国教育実習研究部門　第 24 回総会・研究協議会














　　平成 20-22 年度  2,100,000 円
　②山﨑光洋「小学校理科における児童の「予測と推論」に関する研究」（基盤研究（C））
　　平成 22-24 年度  2,200,000 円
b）センター専任教員あるいはセンターとして受給した学内科研
　①学長裁量経費：「高度な専門性と実践的な指導力を有する教師の育成プログラムの開発（2）　




　①大学教育推進 GP「総合大学が担う特色ある教員養成の質保証」平成 21-23 年度
　②（独）科学技術振興機構「理数系教員養成拠点構築事業」平成 22-25 年度　　　
将来構想
　平成 21 年度文部科学省大学教育推進 GP に本学から申請した「総合大学が担う特色ある教員養成の質保証」の
採択を受け，従前の「附属教育実践総合センター」を改組し，全学組織として「教師教育開発センター」を本年
12.indd   4 11.3.8   2:43:47 PM
度 4 月に設置した。現在，総合大学における特色ある教員養成の質を保証し，かつこれを高めるために，教育行政・
学校現場と連携した全学的取組体制を整備するとともに，全学教職コア・カリキュラムを構築しその運用を進め
ているところである。併せて平成 22 年度より採択の CST 事業に基づき，理数系教員養成事業部門を立ち上げた。
岡山大学教師教育開発センター紀要に関する要項
　（趣旨）
第 1 条 この要項は，岡山大学教師教育開発センター





第 2 条 紀要の名称は，「岡山大学教師教育開発セン
ター紀要」（以下「紀要」という。）とする。
　（内容）






第 4 条 紀要の発行は，原則として，年 1 回とする。
　（紀要編集委員会）






















第 7 条 原稿執筆要領については，委員会にて別に定
める。
　（投稿原稿の提出及び校正）
第 8 条 投稿原稿の提出にあたっては，原稿執筆要領
に従い，別に定める投稿申込書を添付し，教育学
系事務部（以下「事務部」という。）に提出する。









第 10 条 紀要に掲載された論文の著作権（電子化・公
開化することを含む。）はセンターに帰属する。
　（その他）
第 11 条 抜刷は論文 1 編につき 30 部までをセンター
共通経費負担とするが，これを超える部数につい
ては，投稿者負担とする。
第 12 条 この要項に定めるもののほか，紀要の刊行に
関し，必要な事項は，委員会において決定する。
　附 則
　この要項は，平成 22 年 11 月 29 日から施行し，平
成 22 年 11 月 1 日から適用する。




ト，23 字× 45 行，2 段組，10 ページ以内とする。マー
ジンは，上 30mm，左右・下 25mm とする。英文論































































注 3  原稿を納めた電子媒体（フロッピーディスク，
CD-R，USB メモリ等）を郵送する場合，ディ
スクの保護に留意してください。
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